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情報化による社会的ニーズの変化とともに、図書館の在り方について「場所としての図書

館」像が模索されている。これに加えて、図書館での内部環境やサービスの効率化に着目

した従来の研究ではなく、「利用者の生活の中での図書館」という枠組みでの、利用者の感

覚に近い研究が求められている。しかし、社会的な視点から図書館を研究する事例は少な

く、社会的な視点からの研究であっても定量的に評価する指標の検討は充分に行われてい

ない。他分野では、建築学や土木学の分野でも住宅や街づくりに対して同様の社会的な視

点が求められており、社会的な指標としては「愛着」が用いられている。 

そこで本研究では、愛着に着目して「公共図書館に対する愛着尺度の応用」、「愛着と図書

館評価との関係性」、「地域性を考慮した建築の愛着への影響」の 3 つを検討し、図書館を

地域社会の一部として評価・改善するための指標の構造を明らかにすることを目的とする。 

研究対象として、地域性を考慮した図書館建築がなされている公共図書館を 3 館抽出し、

来館者に対して質問紙調査を行った。質問紙調査の結果をもとに、共分散構造分析を行い、

図書館の物理的・社会的環境評価と愛着の関係性を「愛着形成モデル」として検証した。

モデルからは物理的・社会的環境評価から図書館への愛着の形成への有意な正の影響関係

を示すことができた。また、「地域性と地域性を考慮した図書館建築の認知」も愛着の形成

に対して有意な正の影響関係があることを示した。 

本研究では図書館に愛着の概念を応用したことにより、図書館利用という直接的な関係で

はなく、利用者が図書館に抱く愛着という間接的な関係についての客観的な指標を得るこ

とができた。これにより、愛着の高低を評価できるだけなく、物理的環境評価項目、社会

的環境評価項目の改善を通じて利用者の図書館への愛着を高める道筋を明らかにした。ま

た、図書館建築学において愛着を形成する要因として「地域性を考慮した建築」の可能性

を示すことができた。これらの成果により、図書館の建築計画から「利用者の生活の中の

図書館」を検討することができる。今後は住宅や地域に対する愛着で効果が検討されてい

る「協力意向」について、実際に図書館での効果を明らかにすることが課題である。 
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